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開    会 

 

○山本国土計画局総務課長  皆さんおはようございます。定刻となりましたので、まだ二、三、お

見えになっていない先生もいらっしゃいますが、遅れてお見えになると伺っておりますので、ただい

まから国土審議会第１４回計画部会を開催させていただきます。 

 私は国土計画局総務課長の山本でございます。 

本日はお忙しい中をご出席いただきましてありがとうございます。 

 それでは、本日の会議の公開につきまして申し述べさせていただきます。前回と同様に、会議及び

議事録ともに原則公開することとし、本日の会議も一般の方々に傍聴をいただいております。この点

につきまして、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 

 議事に入ります前に、資料の確認をさせていただきます。お手元の資料をご覧ください。議事次第、

座席表の後でございますけれども、資料１に国土審議会計画部会の委員の名簿。 

続きまして、資料２といたしまして、資料２－１に計画部会中間とりまとめ（素案）、それから資

料２－２といたしまして、素案参考図表。 

資料３といたしまして、計画部会の検討スケジュール（案）をつけております。 

その後に、参考資料１といたしまして、Ａ３の計画部会中間とりまとめ（素案）の構成図。参考資

料２に計画部会中間とりまとめ（素案）の概要、７ページものでございます。それから、参考資料３

に２１世紀の国土のグランドデザインと国土形成計画という１枚紙をおつけいたしております。 

 以上の資料につきまして、不備がございましたら事務局までお知らせください。よろしゅうござい

ますでしょうか。 

 それでは、以後の議事は部会長にお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

議    事 

（１）中間とりまとめに関する調査審議 

 

○森地部会長  おはようございます。大変お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうござい

ます。本日の議事に入らせていただきます。お手元の議事次第をご覧いただきたいと思います。 

本日の議題は、（１）中間とりまとめに関する調査審議、（２）その他の２点でございます。 
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 それでは、議事に入らせていただきます。本日は、中間とりまとめに関する調査審議の３回目とし

て、素案について調査審議いただきたいと思います。 

 それでは、まず事務局より説明をお願いし、その後、ご議論いただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○鳥飼国土計画局総合計画課長  総合計画課長でございます。それでは、資料、何種類かございま

すが、これを用いましてご説明をさせていただきます。ご説明の順番でございますが、まず、参考資

料３を用いまして、本中間とりまとめの位置づけ、そして、参考資料１の計画部会中間とりまとめ（素

案）の構成図を用いまして、全体の構成の組み立て、それをご説明した上で、資料２－１の計画部会

中間とりまとめ（素案）と資料２－２の素案参考図表を用いましてご説明をさせていただきたいと思

います。 

 それでは、まず参考資料３をご覧ください。この１枚の紙は、左側が現在の国土のグランドデザイ

ン、第５次の全国総合開発計画として策定したものの構成でございます。３部構成になってございま

す。右側が現在、検討をお願いしている国土形成計画、まだ仮のものでございますけれども、全国計

画と広域地方計画の対比イメージでございます。 

 ２１世紀の国土のグランドデザインは３部構成になっておりまして、第１部は国土計画の基本的な

考え方で、総論の部分がございます。そして、第２部が分野別施策の基本方向というところで、第１

章から第５章をご覧になるとおわかりのように、計画にかかわる各個別事項について、広く書き込み

をするというパーツ。そして、第３部は地域別整備の基本方向として、地域整備の基本方向及び施策

の展開方向ということで、下に地域別、あるいは課題地域別にリスティングがありますが、それぞれ

について、個別の事業名も含む書き込みがあるというのが最後の全総の構造でございます。 

 今回は、全国計画を平成１９年中ごろまでに策定をするということで、現在、ご検討をいただいて

いるわけでございますが、中間とりまとめは、このうちの第１部、計画の基本的考え方、いわゆる総

論的な哲学部分、ここに該当することの議論が始まり、中間的なとりまとめをしていただくというこ

とでございます。以前から申し上げているように、１１月ごろにとりまとめということで対外的にお

話をさせていただいております。 

 この中間とりまとめを踏まえて、後ほどの素案でもご説明しますけれども、広く、各層の方々のご

議論、あるいは合意形成の題材としていくこと。また、ここの右下に広域地方計画がございますけれ

ども、この中間とりまとめを１つの題材として、広域地方計画の議論が始まる。あるいは、新しい国

土形成計画法では、都道府県や政令市からの計画提案制度というものがございます。この計画提案に

あたっても、このとりまとめが１つの材料になろうかと考えるという位置づけのものと考えてござい
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ます。 

 また、全国計画の本体、いわゆる最終報告の対象範囲ということになりますと、第２部及び第３部

がさらに必要になるのではないかと事務局としては考えておりまして、第２部は事項別施策の基本的

方向ということで、法定事項が８つほどございますので、それぞれについての施策を書き込むという

パーツが要ります。これは本日の後半にご説明しますけれども、今後、各府省庁にお願いして、それ

ぞれからのヒアリングをさせていただくということを予定していますので、それを踏まえて、またご

検討をお願いしたいと思います。 

 それから、第３部、広域ブロックの形成に向けて、これは（仮）としておりますけれども、今回の

国土形成計画とこれまでの全国総合開発計画の大きな違いとして、今回の計画は２階建てということ

がございます。すなわち、全国計画に加えて、広域地方計画をさらにつくっていく、つくり込んでい

くということでございます。 

 従来の第３部でやっていたことが、この２つの２階建ての１回目と２回目に分かれていくというこ

とでございまして、土台の全国計画のほうは、第３部としては、具体な広域ブロックの地域戦略等は

広域地方計画の中での具体化議論に委ねていく。ただ、その一方で、全国計画として、各ブロックが

取り組むべき共通の課題、あるいはブロック間の連携の必要性について、提示をしていく必要はある

のではないかというようなことを今考えておりまして、この第２部、さらには第３部、こういうこと

について、中間とりまとめの後は、さらに計画部会で第１部の磨きかけに加えて、お願いをするとい

うようなことでございます。 

 繰り返しになりますが、本日ご議論いただく計画部会中間とりまとめは、第１部に先々入り込んで

いくキックオフレポートと、こういうようなことで考えております。 

 以上、参考資料３のご説明でございます。 

 続きまして、参考資料１、Ａ３の大きな紙をご覧いただきたいと思います。これは後ほどご説明さ

せていただきます計画部会中間とりまとめ（素案）、本文の構成図をまとめてみたものでございます。 

前回、９月２８日に構成と主な内容ということでご審議をいただいたときに、委員の先生方から内

容的にはこれまでの議論がほぼ入っている。あるいは、ねらいとして５つに括るということについて

は良いのではないかというご議論があった一方で、全体に平板で読みにくい。一般の方々が理解する

のにわかりやすく括る、あるいは編成というのが要るのではないかというようなご指摘をいただきま

して、その後、計画部会長、専門委員長のお知恵をお借りしながら、構成案を組み立て直したもので

ございます。 

 順繰りに上からご紹介を申し上げます。第１は、時代の潮流と国土政策上の課題といたしました。
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その中も、その潮流の性格、あるいは課題の中身ということで、３つの大括りをした上で、３つ、あ

るいは２つの観点を書くということにしております。 

 （１）経済社会情勢の大転換。ここは、正に近年急激な変化が起こっている。これを３つに括り上

げたということでございます。ご承知のように、人口減少社会が始まりました。これまではそうなる

のではないかという心配をずっと言っていたわけですが、具体的に始まったということが１つ。 

それから、２番目としてはグローバル化。とりわけアジアの経済は急発展していると。この勢いな

りエネルギーを我が国とどう関係づけるか。これが大きな変化であります。 

それから、３つ目は、情報通信技術を入れさせていただいてございます。インターネットの環境、

あるいはその使い手がここまで急激に発展するということを１０年前には思っていなかったのではな

いか。そういうようなことが国土の検討にも大きくかかわってくるという３点に括らせていただいて

ございます。 

 右側の、国民の価値観の変化・多様化でございます。これは急に起こったこととは考えておりませ

んけれども、じわりじわりと価値観の変化や多様化が起こってきて、現時点でこういうようなところ

まで来ているということでございます。安全・安心、環境や美しさに対する国民の方々の意識が非常

に高まっております。また、現実問題としてライフスタイルも多様化が進んでいる。また、再び公私

の「公」の役割ということが必要なのではないか。あるいは、意味があるということで、そういうこ

とに取り組む方々も増えてきているということをここではまとめてございます。 

 そのような背景を受けて、（３）国土をめぐる状況ということで、前回は第１のところと第２のと

ころの前半部分で分けて書いていたものを、ここで総まとめにいたしました。 

まず、１つは一極一軸型国土構造のことでございますが、相変わらず続いている。あるいは、東京

集中が見られる。人口の異動も東京にプラスに働いているというようなことを書いてございます。 

 それから、②のところは、その一方でということですが、地域の自立に向けた環境の進展、都道府

県を越える広域的課題の増加。ここで書いてありますことは、括弧の中で「東アジア地域との直接交

流機会の増大等」とも書きましたけれども、後ほどご紹介する広域ブロックというまとまりの単位で

あれば、かなり力がついてきている。あるいは、都道府県を複数まとめたものが広域ブロックでござ

いますが、県を越える課題にもうまく対応できるのではないか。そういうようなことをまとめてござ

います。 

 それから、３つ目は人口減少社会ということが厳しい課題でもございますけれども、一方で国土と

人とのかかわり方ということでは、余裕を持ったかかわり合いができるという時代もやってきたとい

うことで、「国土のひずみの解消や質の向上」を進めるチャンスでもあるとも捉えたい。そのような
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ことをまとめたものでございます。以上、第１でございます。 

 第２の新しい国土像のところは、本中間とりまとめにおける新しい国土イメージの提案、あるいは

それを実現するための基本的な手段、こういうようなところを大括りにまとめたものでございます。

左側の大きな箱でございますが、国土構造構築の方向性ということで、各広域ブロックが、東アジア

各地域との競争・連携も視野に入れつつ、地域資源を活かした特色ある地域戦略を描き、東京に過度

に依存しない自立的な圏域を形成する。 

 １つ飛びまして、先ほども申し上げましたけれども、ひずみの解消、質の向上等により、安全で美

しい国土を再構築していく。こういうことを大きなテーマに掲げて、多様な広域ブロックが自立的に

発展する国土をつくり上げようということでございます。 

 また、ブロックの中では、成長のエンジンとなり得るような都市及び産業を強化していく。また、

生活が安定して引き続くように、生活圏単位でいろいろなものを確保していくというようなことを言

ってございます。 

 これが全部うまく、それぞれのブロックが違いを持って輝き出しますと、東京一点ということと違

って、国土の厚みが増しますし、このことが正に新しい時代にふさわしい国土の均衡ある発展にもつ

ながっていくのではないかというような整理をさせていただいております。 

 また、右のほうの（２）広域ブロックの自立促進に向けた支援でございますが、３つ大きくまとめ

てございます。１つは、全国計画の役割として、広域計画をそれぞれが独自性を持って策定していた

だくための課題の提示、こういうことをしっかり提示していこう。先ほど申し上げました、第３部を

全国計画でもやはり書きたいということでございます。 

 それから、２つ目は国の役割でございますが、広域ブロック計画をつくるということの努力にどう

報いていくかということでございます。官民による地域戦略を支えて実現するための支援、知恵と工

夫の競争のための環境整備など、国としての支援の枠組みの検討をしていくべしということでござい

ます。 

 それから、最後のところは「条件不利の大きな地域への後押し」ということも、当然、国の役割だ

ということを書いてございます。 

 次に、第３「計画のねらいと戦略的取組」ということでございます。ここでは、前回の計画部会で

もこの５つの括りについてはご紹介をいたしましたが、今回のご紹介の順番は前回と異なっておりま

す。 

今回は頭の整理をいたしまして、大きくは２つの車の両輪があろうということで、左側の点線の箱、

これはグローバル化や人口減少という、この急激な変化への対応をまとめたものでございます。 
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右側は安全で美しい国土の再構築と継承という括りにしましたが、これまで営々として築いてきた、

またこれからも築いていく国土の現代的な対応の捉え方というようなことで括ったものでございま

す。 

 左側から参りますと、シームレスアジアの実現という国際的な観点のものと、持続可能な地域の形

成という国内の生活の安定の観点のものという２つに分けて箱がございます。 

シームレスアジアの実現は、節が３つ設けてございますが、東アジアネットワーク型の産業構造下

における我が国産業の強化ということでは、集積を活かした新産業の創出と、国際的な、あるいは東

アジアの活力をうまく使いながら発展していくというようなことをまとめてございます。 

 それから、東アジアの交流・連携の推進のところでは、正に交流・連携でございますが、都市問題

や環境問題等、急発展する東アジアでの様々な共通の課題。これについて、我が国は先んじて経験を

している部分も多くございますので、その共通問題の解決プラットフォームを率先してつくっていく

というようなこと。また、交流という意味では、観光立国の推進も大きなテーマだと考えております。 

また、これらのシームレスアジアを支えるための国土基盤の形成。ここでは日帰りビジネス圏を大

きくしていく。貨物翌日配達圏を大きくしていく。あるいは、ブロードバンド環境をどこでも共通に

していくというようなことを記述させていただいてございます。 

 それから、（２）持続可能な地域の形成でございますが、①は持続可能で暮らしやすい都市圏の形

成ということで、集約型都市構造への転換。すなわち、コンパクトシティの問題でございます。当然、

郊外部をどうそれに合わせて制御していくかということと両輪の議論でございます。 

それから、市町村を越えた広域的な対応。これは、市町村の広域合併がある程度は進みましたが、

まだまだ広域的対応をするという意味では大括りが必要なのではないか。そういうような話、あるい

はそういう圏域論ということを展開してございます。 

 次に、地域資源を活かした産業の活性化でございますが、地域の特色、あるいは人の総力を結集し

た産業転換をしていくべしということでございますが、一番右のところに地域ブランド力の育成、あ

るいは強化というようなことを書いてございます。これまでも国内的にブランドという言葉はよく地

域振興策では使われていましたけれども、ここでは、例えば温泉街の再生を行い、世界に通用するよ

うなブランドにしていこう、そういうような心意気。地域ブランドを世界に通用する地域ブランドと

して育てていくということでございます。 

 ③、ここは農山漁村、あるいは農林水産業でございますが、アジアの発展に伴って周辺の資源環境

の事情が変わってきております。そういうようなことをうまく捉えて、農林水産業の競争力の強化を

図っていく。こういうようなことを記述してございます。 
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 それから、④地域への人の誘致・移動、地域間の交流・連携の促進でございますが、人口減少下で

地域づくりをどうまとめ上げていくかということの中で、これまで、ともすれば地域で閉じがちだっ

た地域づくりについて、地域の側も開いていっていただく。一方、その地域に様々な人々に入ってい

っていただく。 

 例えば、定住の場を求めて入っていく方もいらっしゃるでしょうけれども、二地域居住の促進、す

なわち、住み場所を複数持って、その一方がふるさと地域であったり、気に入った自然の豊富な地域

であったりと、そういうところで能力を活かしていただく。こういうこともあるのではないか。また、

そういうことがスムーズに実現するための情報プラットフォームの整備をしていきたい。こういうこ

とを書いてございます。 

 次に、右側の箱でございます。（３）災害に強いしなやかな国土の形成ということで、減災の観点

も重視した災害対策の推進ということでございます。減災というのは、防災の概念の一部でございま

すが、とりわけ大規模な災害の場合には、超過災害と言っておりますけれども、予想を超えるような

被害が発生します。そういうようなことを、ハードの対応に加えてソフトでうまく受けていくという

ようなことが減災の観点ということでございます。そういうようなことを含めて、一番右のところ、

事前、事中、事後のシステムを構築していくというようなことを言っています。 

 それから、②は災害に強い国土構造のリノベーションと書かせていただいてございます。これは国

土利用の余裕をうまく使えるのではないかと。災害対策上も国土利用をうまく誘導することで未然に

被災地域を少なくすることが可能なのではないか。あるいは、中枢機能の相互補完・代替ということ

も重要かと思います。また、インフラの関係で言えば、リダンダンシー、余裕性の確保ということも

要るのではないかという議論をしております。 

 （４）美しい国土の管理と継承でございます。１つには、循環と共生ということを重視しておりま

す。広域的なエコネットの形成という言葉をここでは持って来させていただいておりますが、エコロ

ジカル・ネットワーク、生態系ネットワークの議論が、この１０年、起こってきております。ここで

は、全国的なネットワーク、あるいはミクロなネットワークということに加えて、今回、広域地方計

画というブロックが重要な計画単位になりますので、そういうような単位でのエコネットというもの

をつくるように努力してはどうかというようなことでございます。 

 ２番目は、流域圏でございます。健全な水循環ということで長らく施策を展開してまいっておりま

すけれども、土砂の話ということが海浜のやせ細りということにもつながっており、テーマになって

おります。山の麓から海の砂浜まで、総合的な土砂管理ということを関係の部局をまたがってやって

いこうではないかということを書かせていただいております。 
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 それから、次の「国土の国民的経営」に向けた取組への展開でございますが、これは耕作放棄をさ

れた農地、手が行き届かない森林と、あるいは都市内にも未利用地や荒れた里山、いろいろございま

す。所有者が本来的な管理をしっかりとするというのが基本でございましょうけれども、国民こぞっ

て応援していこう、あるいは参加していこうということを運動論として展開したい。これが３番でご

ざいます。 

 ４番目は、海洋・沿岸域でございます。本計画部会でも何度かご議論いただきましたけれども、法

定計画事項に海洋が入ったということで、ここをしっかり書いていく必要があるということでござい

ます。海洋について政府一体となった取り組みが必要であること。また、海洋の中で人が住まってい

る離島がたくさんございます。そこの振興をする。あるいは、沿岸域の総合的な議論をする。こうい

うようなことをまとめてございます。 

 以上が車の両輪、２つの大きな流れでございます。 

 それから、下に、（５）「新たな公」による地域づくり（横断的視点）と、括弧を入れさせていた

だいています。これは上の２つの大きな箱を下で横串を通して支えるという考え方でございます。「新

たな公」を基軸とする地域づくりのシステム。中間的な支援組織を育成する。あるいは、参加を容易

にする。こういうようなことで、地域づくりのシステムに新たな法の概念を入れていこう。また、道

路、河川、港湾などの身近な国土基盤についても多様な主体がそのような形で入ってきてほしい。 

 それから、３番目としては、そういうような多様な主体がうまく加われる地域づくりというのを考

えていこう。そのときに重要なテーマとなるものとして、文化等の地域資源の活用、あるいは外部の

専門的人材等の担い手の上手な確保、そして一律の支援のみならず、知恵と工夫の競争の環境整備。

こういうようなことが国の立場としても必要なのではないかというようなことをまとめてございま

す。 

 第４は、計画の実現に向けてということで、国土基盤投資の方向性、それから国土情報整備・利活

用と計画のモニタリング、計画関連諸制度の点検等、こういうようなことについてまとめさせていた

だいているものでございます。 

 それから、第５で、国土利用計画の策定に触れてございます。ご承知のように、今回の国土審議会

のご議論は、国土形成計画法に基づく国土形成計画全国計画のご議論と、それから国土利用計画法に

基づく国土利用計画全国計画のご議論を一体的にやっていただくというような関係上、ここでその関

係と我々の考え方を付させていただいているという構成に改めさせていただきました。 

 以上が、この参考資料１のご説明でございます。 

 それでは、いよいよ本体の説明に入らせていただきます。本体のご説明は参考資料２－１と、素案
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参考図表の資料２－２を使いましてご説明をさせていただきたいと思います。 

 今、構成図の中で大方の流れをご説明させていただきましたので、本体のほうは主だった部分につ

いて、要所要所を説明させていただくという形でお許しをいただきたいと思います。 

 １枚めくっていただきますと、第１ページが出てまいります。縦長の３１ページものの資料でござ

います。 

「はじめに」という説き起こしでございます。３行目、本中間とりまとめは、計画部会におけるこ

れまでの検討の国土審議会の中間報告としてとりまとめたものである。この中間とりまとめを足がか

りとして最終報告のための検討作業を開始していく。とりまとめにあたっては、我々として次のよう

な諸点に強く留意した。 

 ここは、部会長に４つのポイントに整理していただいたものを事務局でまとめさせていただいてお

ります。 

 ①人口減少が国の衰退につながらない国土づくり。人口減少下における初めての国土計画。個性と

魅力ある生活環境を維持していくための方策を示すこと。 

 ②東アジアの中での各地域の独自性の発揮。計画の空間的視野を東アジアにまで拡げるとともに、

各広域ブロックやその中の各地域がということでございますが、東アジアの中での地域の個性と魅力、

国際機能等を捉え直す。それぞれが改めて捉え直すということ。 

 それから、③地域づくりに向けた地域力の結集。２行目ですが、これらが従来の公の領域に加え、

公と私の中間的な領域で協働することへの期待を示し、これを「新たな公」として明確に位置付けた

こと。 

 ④多様で自立的な広域ブロックからなる国土。新しい国土像としての方向性を示し、これによって

人々の圏域意識、これを拡大するということを目指したこと。 

 この４つを強く留意した点として掲げさせていただいてございます。 

 次に、第１、時代の潮流と国土政策上の課題でございます。先ほど、構成図で述べましたので、ポ

イントのところだけ見ていただきますと、まず（１）①本格的な人口減少社会の到来、急速な高齢化

の進展ですが、２００４年が１億２,８００万人でピークでございました。ここから減少局面に入って

おります。現在の社会保障・人口問題研究所の中位推計を前提にし、２０２０年でこれが１億２,３２

０万人、２０５０年には約９,９００万人というようなことがトレンドの推計としては出てくるという

ようなことでございます。これに伴いまして、高齢者の割合も急速に上がっていくということでござ

います。 

 ２ページを開いていただいて、②の少し上のところに「さらに」というところがございます。人口
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減少下での様々な施策に適切に取り組むということを述べた上で、これに加えてということですが、

「際限のない総人口の減少を招来しないためにも、今後の我が国の総人口のあり方について国民的な

幅広い議論が行われ、人と国土の安定的な関係をつくりあげていくことが必要である」とさせていた

だきました。 

 ②グローバル化の進展と東アジアの経済発展。ここでは、２行目の一番末尾からですが、我が国の

貿易相手も、８０年代には輸出先の６割が欧米でございましたが、２００５年には４割弱にまで減少

し、２００３年からはアジア地域が欧米を上回るというような環境変化がある。 

 数行飛びまして、我が国及び国内各地の成長力・競争力強化と相対的な地位の確保に、このアジア

の力をつなげていく必要があるとさせていただいております。 

 それから、経済のハードパワーのみならずということで、下から５行目、「さらに」でございます

が、「我が国の経済力のみならず、知力、文化力、情報力等のソフトパワーを高める必要がある」と

させていただいてございます。 

 それから、３ページに参りまして、情報通信技術の発達でございます。ここでは、この技術がどち

らに行くのかという議論も前回していただいたところでございますが、そこに関しましては、中段下

の「遠隔地でも高度の情報へのアクセスが容易になることから、産業立地等の分散やテレワーク等勤

務形態の多様化が進む可能性がある一方で、知的生産活動の集中が加速する可能性もある」。この両

方の可能性はしっかり意識しながら対応するということでございますが、結語としては、「国土政策

の観点からは、情報通信技術の発達を積極的に地域づくりや交流の活発化、国土管理への活用などに

つなげていきたい」というように結ばせていただきました。 

 次に、国民の価値観の変化・多様化でございますが、安全・安心、環境や美しさに対する国民の意

識の高まり。それから、４ページに参りまして、ライフスタイルの多様化、「公」の役割を果たす主

体の成長というところにつきましては、先ほど少し述べましたけれども、そういうようなことがさら

に実例を含めて細かに書いてあるということで、ここでは説明は省略させていただきたいと思います。 

 続きまして、４ページ下、（３）国土をめぐる状況でございます。①一極一軸型国土構造の現状で

ございますが、ご承知のように、一極一軸型の国土構造は続いております。これに伴うさまざまな弊

害への対応というのは引き続き求められるわけでございます。 

 さらに加えましてということで、次の段落で「一方」からでございますが、本格的な人口減少社会

の到来、東アジアの経済発展等、経済社会情勢の大転換の中で、新たな成長戦略の構築が求められて

いる。このため、我が国の都市及び産業の集積を活かし、強化していくとともに、機能の陳腐化した

国土基盤の質的向上を図り、国際競争力の強化のための戦略的な投資を進めていく必要がある。こう
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いうような観点もあるということでございます。 

 さらに、近年の人の動き、あるいは地域格差の問題でございますが、東京圏への人口の転入は引き

続き超過が続いております。地域間の格差についても、全総が始まったころに比べれば大幅に縮小は

しておりますものの、ここ数年を見ますと跳ね返りが見られる。注視が必要とさせていただいており

ます。 

ここのところの結語としては、「このような中で、地域の自立を促進する新たな地域発展のモデル

が求められる」。すなわち、高度成長発展拡大型の時代の地域モデルとは違う、国土形成時代の地域

モデル。こういうものをこの計画で謳っていかなければいけない。こういう覚悟でございます。 

 ②地域の自立に向けた環境の進展、都道府県を越える広域的課題の増加でございますが、第２段落

のところで、「各広域ブロックにおいては」というところでございます。様々な蓄積に応じて、かな

り一国レベルとも言えるようなものが育ってきているのではないか。東アジアの近隣諸国との競争や

連携を通じて、地域の国際競争力を高めうる潜在力と明確な地域のアイデンティティというものを各

ブロックが持っているのではないか、ということでございます。 

 ③人口減少等を踏まえた人と国土のあり方の再構築の必要性がございます。 

有史以来、日本列島に居住してきた人々が厳しい自然条件に対する備えを施しつつ、それぞれの時

代に応じて国土に対する様々な働きかけを行ってまいりました。その結果、農地、集落、農山漁村、

都市と順繰りと生まれてまいりまして、産業、交通施設の集積もかなり進展した。さらに、その間に

は我が国固有の文化や伝統が育まれ、地域のアイデンティティも培われている。この集積の総体が国

土であり、その蓄積は相当なものとなっている。 

ただ一方で、この高度成長期を中心とする時代には、ニーズに対応した蓄積というのが急がれたこ

ともこれあり、量的な充足を第一義的に考えてきたということになりまして、先に述べたような国際

競争力の強化、地域の自立促進の観点のみならず、自然との調和、あるいは防災といった観点からも、

現時点で改めて見れば改善の必要が出ているものが多々ある、ということを述べてございます。 

 ここでは、６ページの一番上の部分をご覧いただきたいと思うのですが、そういうようなことを踏

まえてどのような国土にしたいかということで、３行目からでございますが、我が国の国土が本来持

っている魅力を世界にアピールして、誰もが住んでみたい、訪れてみたいと思う、言わば、美しく信

頼され性能のよい「日本ブランドの国土」を形成する。これを目指してはどうか、ということを触れ

させていただいています。 

 そして、以上、第１の括りといたしまして、このような国土構造の現状と課題の下、新たな時代の

潮流を踏まえて新時代の国土構造の構築に挑戦することにより、一極一軸型の国土構造を是正してい
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くべし、ということで、第１を結ばせていただいてございます。 

 第２は、それを受けるパートでございます。新しい国土像ということでございます。国土構造構築

の方向性でございます。これにつきましては、参考図表の２３ページをお開きいただいて、本文のほ

うの話を見ていただければと思います。 

 「この計画においては」ということで、第一部で述べたような環境変化を足がかりといたしまして、

広域地方計画区域等を一つの単位とする広域ブロック、これが東アジアの各地域との競争・連携も視

野に入れつつ、その持てるものを最大限活かして、特色ある地域戦略を描く。このことによって、諸

機能について、東京に過度に依存しない自立的な圏域を形成する国土構造への転換を目指す。 

１行飛びまして、多様な特色を持つ、あるいは違いを明らかにする、これらのブロックが相互に交

流・連携し合うことで、その相乗効果により活力ある国土を形成していく。加えまして、国土のひず

みの解消や質の向上、環境負荷の低減を図り、安全で美しい国土へと再構築していく。総じて言えば、

多様な広域ブロックが自立的に発展する国土を目指す。このような国土にしたいということでござい

ます。 

 １段落飛びまして、「国としての厚み」というところを少しご紹介したいと思います。自立的で特

徴の異なる複数の広域ブロックからなる国土構造を構築し、将来にわたる国内外の様々な変化にも柔

軟に対応することが可能となる多様性を国土上に保有する。そのようになるということでございまし

て、これは正に「国としての厚み」を増すということであろうということでございます。 

 また、東京圏に関して見ましても、域内の出身者の構成比が徐々に高まっております。国内外の多

様な地域との移動や交流のダイナミズムということをなしには創造性や活力は確保できないのではな

いか。そのためにも、各ブロックが特色を持って活躍していくという国土にしたいということでござ

います。また、このような国土像を目指すことは、各広域ブロックがそれぞれに日本全体の発展に寄

与していくということでございますので、これからの時代にふさわしい国土の均衡ある発展を実現す

ることにもつながっていくと考えられるのではないかと記載しております。 

 ７ページをご覧いただきたいと思います。今、申し上げたようなこと、あるいは東アジアとの関係

を考えますと、そのためにも東アジアを意識する国土構造に転換を図っていく必要があるとさせてい

ただいております。 

 それから、先ほどの空間イメージの拡大でございますけれども、これらにより、人々の国土に対す

る空間的な視野も、市町村から広域の生活圏域へ、都道府県から広域ブロックへ、日本国土から東ア

ジアへと拡大していく、と書かせていただきました。 

 また、最後にまとまって６行ございますが、これは「国土軸」と国会移転について若干触れた部分
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でございます。ご承知のように、国土軸は「２１世紀の国土のグランドデザイン」において、国土を

縦断方向に覆う気候や風土等の特性、その他の地理的特性を共有する大括りの圏域を２１世紀、１０

０年間を通じて明らかにするということねらった大構想でございます。 

 これにつきましては、今回の広域ブロック相互間の交流・連携を行っていただきますので、それぞ

れの持つ共通性に根ざした縦断方向の連続的な連なり、広域ブロックが複数縦断方向に共通部分にお

いて連なっていく。これが「国土軸」の圏域構想と重なっていくのではないかという整理をいたしま

した。また、国会移転につきましては、現在、国会でご審議が続いている、また調査も今年は進めら

れると聞いておりますので、その検討方向を踏まえて進めていくということを記載させていただいて

おります。 

 今、申し上げたものの関係では、図面のほうで２４ページをご覧いただきたいと思います。図面の

２４ページ、これは日本の図ではなく、ヨーロッパの図でございますが、ヨーロッパの５カ国の首都

ではない２番目クラスの都市からの日帰り可能な航空路線網を入れた図でございます。２番目の都市

からもその国のいろいろな都市にリンクがこれだけ張られていると。当然、これに首都からのリンク

を載せれば見えなくなるほどの線になるはずでございますが、私ども、この新しい国土像を考えるに

あたっては、東アジア地域についても遠からずこのようになっていく。あるいは、そのようになって

いくべきというイメージを持ちながらこの国土構造論をイメージしているということでございます。 

 本文、７ページにお戻りいただきたいと思います。（２）広域ブロックの自立促進に向けた支援で

ございます。最初のパラグラフのところは広域ブロックでどういうことを議論してもらいたいか、と

いうことを５つ書いてございます。 

 後段ですが、広域ブロックにおいては、①国土における自らのブロックの位置付けと東アジアの中

での独自性の発現、②各ブロックの特性を踏まえた域内の各都市や地域の連携方策のあり方、③全国

共通の課題に対するブロック独自の対応策、④ブロック固有の課題への取組、⑤独自の地域戦略に基

づく重点的・選択的な資源投入、こういうようなことについて積極的にご議論を賜りたいと考えてお

りますが、当方の全国計画についても、これを支えるために国土づくりの方向性を示すとともに、各

ブロックが取り組むべき共通課題についての定義、さらには下３行でございますが、各ブロックに対

する国土構造上の期待やブロック間の連携の必要性について提示していく。計画部会として、最終報

告に向けて、これらについて検討を深めていきたい。こうさせていただいています。 

 それから、次のところは先ほども構成図で申し上げましたけれども、国の側も広域地方計画に基づ

く国際競争力の強化等を目指した重点的な施策等を実現に向けて支援する。国としての支援の枠組み

パッケージについて検討していくことが求められるということでございます。 
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 以上が第２でございます。 

 第３、計画のねらいと戦略的な取組というところでございますが、ここでは一番初めのパラグラフ

で、今後の１０年から１５年というのは極めて貴重な時間である。この機を逃してはならないという

ようなことをまとめて書いてございます。 

 ９ページに行っていただきたいと思います。「ねらい」で先ほどご紹介したもののうち、（１）シ

ームレスアジアの実現でございます。シームレスアジアの実現のところでは、第２段落、「例えば、

交通分野においても」ということで、これまで日本の太平洋側が北米航路の基幹航路で、そこにしか

ないと我々思っていたわけですが、最近では日本海を通って津軽海峡経由で北米に行くという航路も

かなりの数を増しております。その関係もこれあり、日本海側の物流も伸びているというような大き

な交通変化になる。また、東アジア全体が交通ネットワーク整理を始めている中で、島国である我が

国がそれにうまくすり合わせをしていく。これがとても重要だというのが第２段落。 

 それらのことを考えますと、東アジアにおけるヒト・モノ・情報の更なる迅速かつ円滑な流れ、す

なわち、シームレスアジアの実現が求められるということがここの（１）のメインテーマでございま

す。 

 図表の２８ページをご覧いただきたいと思います。シームレスアジアを支える国土基盤に関する図

でございます。先ほど申し上げましたように、左側にシームレスアジアの目標として、ブロードバン

ド環境、日帰りビジネス圏、それから貨物翌日配達圏の拡大をしていくということでございます。 

 左下に図がございますが、現状が実線であり、点線に拡大していきたい。あるいは、青が現状であ

り、ピンクが拡大していきたいということでございます。長距離の外航航路と違って、短距離のフェ

リー、あるいはＲＯＲＯ船での都市ごとのリンクを張るということが、日本海では、あるいは東シナ

海では可能ですので、そういうようなことをうまく進めながら貨物翌日配達圏を構成する。こういう

ようなことでございます。 

 また、スムーズにモノを運ぶためには、それぞれのシャーシの車検認証、そういうようなことも共

通化するなど、いろいろなルールの統一化が必要でございます。そういうようなことについても進め

ていきたいということをまとめてございます。 

 本文の１２ページにお戻りください。本文の１２ページは持続可能な地域の形成でございます。こ

こでは、コンパクトシティ論、あるいは生活圏域論、さらには人の誘致というような話をまとめてご

ざいます。 

 図表の３０ページをご覧いただきたいと思います。３０ページは集約型都市構造、いわゆるコンパ

クトシティのイメージでございます。基盤の整備として、ハード・ソフトの両面からなる総合的な交
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通戦略に基づく様々な取り組みを行うこと。また、国土利用の観点からも、周辺の農村も含めた広域

的な土地利用、郊外部における都市整備の問題も含めて、様々な対策をしていくというようなことを

るる述べたパーツでございます。 

 図表の次のページ、３１ページもあわせてご覧いただきたいと思います。ここでは、市町村を越え

る広域な圏域でサービスをしていくというようなことが必要な時代になっているということを、左上

の図でまとめてございます。様々なサービスを多くの人々がこれまでと同様に受けられるようにする

ために、広域単位で上手にサービスをしていくということが１つ。それから、それぞれの地域に応じ

た求められる質を上手に確保していくということでは、コミュニティレベルでそれぞれが互助・共助

の精神も加えて、うまいゴールを見つけていく。この二本立てでサービスを確保していこうというこ

とでございます。 

 それから、住宅の問題も新しい住生活基本法ができましたので、それに基づいて長持ちする、ある

いは循環するというようなことをテーマに住宅を論じております。 

また、下のほう、「美しく個性的な景観な形成」とございますが、これからの暮らしやすさの中に

は心地よさということがかなり重視されると思っておりまして、景観の形成にも意を尽くしていくと

いうような考えでございます。 

 次に、図表で飛びますが、３４ページをご覧いただきたいと思います。産業の活性化ということで、

特に地域に根づく産業について再生し、活性化していくということでございます。 

 ここでは、観光産業でのいろいろな方々が参加した取り組みの例を３つほど載せさせていただいて

おります。「旧来の観光地の再生や地域独自の魅力を活かした観光スタイルの創出等を進めていくこ

とが重要。最近では、行政、ＮＰＯ、住民が協働して観光地の再生に取り組むという動きが見られる」

ということで、この３例、いずれもそういうような工夫が入っている事例でございます。特に、一番

右の大分の別府などは、大学誘致で外国人の留学生がたくさん入ってきた。そことうまくジョイント

して、国際色豊かな店舗展開などをなさっているというようなことも聞いております。 

 それでは、本文は１６ページにお戻りいただきたいと思います。③美しく暮らしやすい農山漁村の

形成と農林水産業の新たな展開でございます。なかなか厳しい地域でございますが、新たな可能性や

期待も出てきているというところでございます。 

 まず、農山漁村については大きな期待を１つしたいということでございますが、１６ページ、一番

下から、自然環境に配慮した生産基盤と生活環境の一体的、総合的な整備や、美しい農山漁村を維持・

回復する取組の推進など、美しく暮らしやすい農山漁村を形成することが必要である。現在、農山漁

村にお住まいの方にとっては当たり前のことなのでありますけれども、それ以外の方々にとってもぜ
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ひ美しい農山漁村に回復していっていただきたいというようなことを込めたいと考えております。 

また、若者に都会生まれが多くなっておりますので、２番目の段落の最後ですけれども、そういう

ような方々が農村にも目を向けるというようなことも一生懸命考えていきたい。こういうことでござ

います。 

 それから、真ん中から下は農林水産業でございます。ここでも、それぞれいろいろ厳しい事情の中

で頑張っていただくわけですけれども、新たな着眼点としては、やはり東アジアの成長との絡みが出

てまいります。食料についても、林業についても、水産業についても同様でございますが、東アジア

がマーケットになるとともに、資源の最大の消費場所、日本の消費とそちらの消費との競合場所にも

なってくる。そのような中で、国内産業、あるいは国内生産をどう考えていくかということについて

整理させていただいております。 

 次に、１８ページでございますが、地域への人の誘致・移動、地域間の交流・連携の促進でござい

ます。ここでは、地域間の交流・促進として人材を地域に蓄積していく。そういうようなことがとて

も重要である。このように考える次第でございます。そのために、総合的な情報のプラットフォーム、

中ほどでございますが、専門的人材、就業・多様な活動等について仲介機能を有する総合的な情報プ

ラットフォームの整備する、というようなことを謳ってございます。 

 また、地域資源という観点からは、各地域が多様な個性、伝統や文化を含む地域資源への自覚、誇

りを持つという意味で自立していくということが前提になっていく。あるいは、次の段落ですが、個

性と魅力にあふれた新しい地域文化の創造・発信に積極的に取り組んでいくことが重要、こういうよ

うなことを地域づくりの中でるる述べさせていただいています。 

 また、これは若干の心配事ではありますが、１９ページの一番上、地域文化をこれまで支えてきて

いた方々が少なくなりつつあります。その担い手の育成・確保に努めるべき、こういうことにも触れ

てございます。 

 次に、（３）災害に強いしなやかな国土の形成でございます。ご承知のように、我が国は極めて災

害を被りやすい国土構造でございます。また、大規模地震の発生も懸念されている。このような中で、

どういう国土にしていくのか、あるいは強い国土にしていくのかということでございます。 

 図表の４０ページをご覧いただきたいと思います。災害に強くしなやかな国土を支える基盤という

ことで、ハードとソフトが相まって、減災も重視した防災対策を実施していくということでございま

す。一定のハードの用意を超える災害が起きても、そのこぼれ落ちるものをうまく吸収できるパンを

持っている。このパンの部分がソフトのカバーということで考えてございます。 

 本文、２０ページに移っていただきたいと思います。土地利用、国土利用の観点からの災害対応で
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ございます。災害に強い国土の構造や利用への誘導に向けた方策の検討が求められるということでご

ざいます。 

 それから、一番下のところで、国や広域ブロックの経済・社会機能の中枢を担う様々な地域の中枢・

中核機能、それの相互ネットワーク化を通じた代替性の強化、こういうことをやっていこう。また、

交通・情報インフラについてもしかり、ということでございます。 

 次のページをお願いします。（４）美しい国土の管理と継承でございます。ここでは、美しい国土

を管理、継承していくということと、そのために必要な農地や農用地でございますけれども、一方で

アジアの経済発展に伴う需要の高まりを見越しつつ、自らの自給力ということにも思いを致すという

ようなことを書いてございます。 

 ２２ページのところに循環資源のことが書いてございます。いわゆる３Ｒ、循環型社会の構築でご

ざいます。ここでは、様々な広域協力により、そういうことを進めるということに加えまして、アジ

ア規模で資源の循環利用を促進するというようなことにも、アジアの中での市場性も考えながら進め

ていくということを触れてございます。 

 それから、「健全な生態系の維持・形成」のところでは、先ほども申し上げましたエコロジカル・

ネットワーク、これをぜひ広域ブロック程度の広がりでも検討していきたいということを書いてござ

います。 

 ２３ページをお願いいたします。②流域圏における国土利用と水循環系の管理の中で、先ほど申し

上げました土砂のところを少し見ていただきたいと思います。真ん中辺でございます。ダム堆砂や海

岸侵食、ヘドロの処理などを一連の問題として捉え、より有効な技術の検討・評価、さらには山地か

ら海岸までの一貫した総合的な土砂管理を推進していく、ということでございます。 

 それから、「国土の国民的経営」に向けた取組の展開のところは、先ほど申し上げましたように、

国民運動をぜひ展開していきたいということでございます。 

 それから、２４ページ。④海洋・沿岸域の総合的な利用・保全。ここも先ほど申し上げましたが、

国土計画の対象となる空間として、政府が一体となって戦略的に取り組むということが要諦でござい

ます。 

 それから、飛びまして恐縮ですが、２５ページ。（５）「新たな公」による地域づくりでございま

す。これについては、今まで述べました戦略の横串でございますが、資料の４７ページをご覧いただ

きたいと思います。「新たな公」を基軸とする地域づくり概念図でございます。「これまで」と「こ

れから」と書いてございます。 

「これまで」は様々な方々と協働はしながらも、フィールドは従来の「公」の活動というのが大方
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でございました。 

今後の「新たな公」の活動領域というのは格段に広がるというイメージ図をつくりました。茶色の

べたがもともとの行政がやっていたエリア。ここに「新たな公」の関係のエリアが入り込んでくると

いうことに加えて、それぞれの方々が持っておられた公私の「公」の部分、それからわざとすき間が

その間にあいております。これは時代の要請に伴って、ここのすき間が、かつてもわずかにはあった

と思いますけれども、広がってきている。例えば、山間地の高齢者の方々が病院に行くときに足がな

い。これをどうやって支えるのかというようなことの中で、このすき間が広がってきている。こうい

うこともカバーしていくということでございます。 

 本文の２７ページに戻っていただきたいと思います。③多様な民間主体の発意・活動を重視した自

助努力による地域づくりでございます。ここでは、アからオまで、地域づくりの事例を並べてみてお

ります。 

また、中山間地域議論については２８ページをご覧いただきたいと思います。一番上でございます。

住民の不安や要望を行政が継続的に把握する「目」配りが必要である。さらにその上で、住民の発意・

意向に基づき、例えば、中心・基幹集落への機能の統合・再編成などを含めた暮らしの将来像につい

ても合意の形成を図っていく、というようなことも必要になってきているということを書かせていた

だいてございます。 

 次に、第４でございますが、計画の実現に向けてということで、国土基盤投資の方向性をるる述べ

ております。これは図の５１ページでご紹介したいと思います。国土基盤の形成に向けた戦略的な投

資ということで、大きくは右の赤線で括っているところが国の観点から見たときの資源配分戦略とい

うことでございます。それから、青線で括っているところが広域ブロックで議論していただきたい資

源配分戦略。こういうような関係でございます。その両方にまたがるところとして、緑がございまし

て、国と地域が協働して行う国土基盤投資、広域ブロックの自立や国土基盤の機能の維持のための戦

略的な投資。こういうことを広域ブロックでもご議論いただき、国を支えていくということでござい

ます。また、そのほかの広域ブロックで書かれる様々な協働や投資についても、国の観点からは重点

化の視点ということを１つのメルクマールにして、様々な支援策を考えていくという構造であろうと

いうようなことを書いてございます。 

 あと２ページございます。３０ページに戻っていただきまして、（２）国土情報の整備・利活用と

計画のモニタリングということで、国土情報を広く統合していく。そのための手段としてＧＩＳとい

うのが有効ではないかということ。 

それから、留意点として、最後、１行加えてございますが、市町村合併はかなり進んでおります。
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市町村というのは、これまでの我が国の伝統的な統計単位でございますけれども、あまりに大きくな

りますとその内側の情報がどうしても見たくなる。市町村単位の統計データの継続性ということにつ

いても整理していかなければならないということを触れさせていただいてございます。 

 国土計画のモニタリングと評価のところ、これは新しい国土形成計画では法律の中にもそういうシ

ステムが組み込まれましたが、つくったら、その次は推進し、評価する。それを繰り返していく。そ

ういうマネジメントサイクルをしっかり確立する。そのためにモニタリング手法をしっかりと整備し

ていく。こういうようなことを記述してございます。 

 それから、（３）計画関連諸制度の点検等ということで、これも国土政策関係制度について、現在、

大都市圏制度調査専門委員会も設けてご議論いただいているところですけれども、点検し、新たな枠

組みのあり方について検討する必要があるということでございます。 

 最後、これは当部会としてのメッセージにかかわることでございます。最後の段落のところでござ

いますが、今後、少し飛びまして、国民各層における活発な議論がなされ、国土形成計画の策定に向

けた幅広い合意の形成が進むことを期待する。特に、関係府省、地方公共団体、経済界などが多様な

主体の参画の下、幅広い分野の有識者の意見や提案も踏まえつつ、各広域ブロックにおける議論を早

急に開始すべきであるということを入れています。計画部会としても、これら各方面の検討を踏まえ

つつ、最終報告に向けた検討に取り組んでいくこととしたいということで、インタラクティブにやっ

ていきましょうということもあわせて記載させていただきました。 

 少々長くなりまして恐縮でございますが、本文の説明は以上で終わります。 

 それから、あと１点だけ。参考資料２という７枚の紙がございます。これは時間ももうありません

ので説明はいたしませんけれども、今、申し上げましたようなことを７枚にまとめてみたものござい

ます。太字のところだけ追っていただくと、今、私が申し上げたことは大体イメージできるように工

夫したつもりでございます。試みに、さっさっさと７枚めくっていただくと、ああこんなものかとい

うことでお分かりいただけるのではないかと考える次第でございます。 

 以上でございます。どうもありがとうございました。 

 

質    疑 

 

○森地部会長  どうもありがとうございました。 

 それでは意見交換に入りたいと思います。ただいまの説明に関し、ご質問、あるいはご意見がござ
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いましたらお願いいたします。 

 どうぞ、林委員から。 

○林委員  それでは、参考資料１で言ったほうがわかりやすいと思いますので、その図に基づいて

発言します。 

 この参考資料１の第１のところなのですが、（１）（２）から（３）に行くところですね、（３）

というのが要るのではないかと。これは、例えばこういう言い方でどうでしょうということなのです

が、気候変動に伴う自然災害リスクの増大ということです。これは社会経済的なことが書かれていま

す。（１）は経済、（２）が社会となっていまして、自然のところが、自然現象が変化してきたとい

うことが重要で、この第３の計画のねらいと戦略的取組のところにはしっかりと「災害に強いしなや

かな国土の形成」と受けて書かれておりますので、三本立てが良いのではないかと思いました。 

 それで、例えば（３）の③のところは、人口減少等を踏まえただけでなくて、人口減少、災害リス

ク増大等を踏まえたと、例えばそういうふうな書き方があるのではないかと思います。 

 それから、第２の新しい国土像のところかと思うのですが、（１）の最初の矢印の下、ブロック内

では、成長エンジンとなる都市及び産業強化というのがありますが、そこにも一方で、それだけでは

なくて、例えば自然を保全し、環境共生機能を高めるというような、つまり経済と環境を対等の価値

として常に出していくという、そういうものが必要かと思います。その後に、地域特性と書いてある

のですが、常に経済のエンジンと自然とか環境共生機能というものを対置するのが良いかと思います。 

 最後ですが、広域ブロックの自立促進に向けた支援ということが（２）にありますけれども、今の

経済と自然ということと非常に関係するのですが、ここに都市域と自然域の相互の連携、これは本文

に随分出てきたと思います。地域間の連携というのは、国土軸というのが出てきた、かなり経済的な、

あるいは経済社会的な連携というような意味合いが強くとれるのですが、ここでは都市域と自然域と

いうものの連携と、もう一方では、その間のどちらがどちらにどのように依存して、そのおかげで成

り立っているかという意味から、ある種の受益と負担のバランスというか、そういうものがここに書

かれるとよいのではないかと思います。 

 以上です。 

○森地部会長  それでは、石委員。それから、鬼頭委員、お願いします。 

○石委員  骨格がすごくしっかりしてきて、全体像が大変よく浮かんできたと思います。これも皆

様の大変な努力の賜物だと思って感謝いたします。 

２点だけ、何となく少し現実回避しているというお話をされていますが、つい最近、アジアの研究

者の集まりに出ましたら、皆さん、これを注目しているのです。私たちが考える以上に、国土審議会
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の経過というのは皆さん、よく知っていました。それはなぜかというと、ここでは東アジアの経済発

展を前提としていますけれども、東アジアは日本か、それ以上にひどい少子化で悩んでいます。特に、

韓国とかシンガポールは日本よりひどいわけで、日本が１０年、１５年がクリティカルな時間だと言

っていますが、彼らにとってもこれから日本と同じような人口減少社会に突入するわけです。そのと

きにどうしたらよいかということで、これは１つの人口減社会の国土計画モデルになるのではないか

という、皆さん、そういう意図がよく見えるのでありますが、それを考えますと、まずアジア経済の

発展を前提としてよろしいのだろうかということが１つあると思うのです。 

 それから、もう少し見方が、人間で言うと経済だけでなくて、少子高齢化というのは社会でどうな

っていくかという共通課題として、どこかで加えられる章があればよいのではないかというのが第１

点であります。例えば、地域再生の実例として、阿寒湖、花巻、別府が出てきますけれども、これは

みんな温泉地なのです。今、私、北海道におりますけれども、温泉地にはアジアからすごくたくさん

の高齢の観光客が増えておりまして、これはもしかしたらアジア全体の高齢化の１つの産業の、温泉

だけで支えられると思いませんけれども、その方向性を示したものなのではないかというのが第１で

あります。 

 それから、第２は、美しく暮らしやすい農山漁村というのがありますけれども、本当にそうなのか。

人口減社会というのは、一次産業が減っていくわけですから、どうあがいても一次産業が減っていく

わけです。その中でどう再生するかという、言葉は美しいのですが、おそらくあり得ないだろう。過

去３０年、４０年でこれだけ膨大な一次産業投資をしながら、ほとんど日本は浮上しなかった。とい

うことは、やはりこの政策モデルが間違っていたのではないかと思うのが自然であります。 

 例えば、今、日本の企業が中国で大農園をつくるようなことをしていますが、国内でも、例えば一

次産業を大企業に開放するとか、そのようなこれまでとは違った発想の手当てを考えないと、このま

ま農村は衰微していくだろう。当然、これはアジアも同じでありまして、日本の真似をしたばっかり

に、韓国もほかの国も農業がひどい状況になっていまして、皆さん、そういう反省があるわけです。

そういう反面教師としての意味があったのかもしれませんけれども、そういう全体的な意味で考えた

らどうかというのが私の感想です。 

 ありがとうございました。 

○森地部会長  どうぞ、鬼頭委員。 

○鬼頭委員  鬼頭でございます。１つ提案と、それからもう１つは感想を申し上げたいと思います。 

 一昨日から昨日まで、宮城県の白石で開かれております「全国過疎問題シンポジウム」に参加して

まいりました。そこで、いろいろ議論を通じて非常に私、感じたことがございます。それは、過疎地
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域と都市圏、あるいは過疎地域同士、地方圏同士の交流とか、循環というのが非常に重要だなという

ことを痛感しました。 

 そういう目で今回のこの報告を見ますと、先ほど石委員からもお言葉をいただきましたけれども、

非常に骨格がはっきりしてきたと思いまして、見てみますと、連携、それから交流、循環という言葉

がたくさん出てまいります。やはり、今回のプランはそこのところを全面に打ち出していくべきでは

ないかと思います。 

 それから、今、一次産業の衰退の問題が出てきたわけですが、これは過疎地域、みんな生き残ろう

と思って一生懸命やっているのですけれども、お互い競争をやっていかなければいけませんという話

に当然なるのですが、やはり日本の国土も生態系を維持しながら、その中で成長を遂げていくという

ためには、新しい形での循環、農山漁村で生み出すものを積極的に利用していくという形で、新しい

タイプの循環をもう一度取り戻さなければいけないのではないのかということを痛感しました。これ

は感想です。 

 提案としては、そういうことを含めた意味での美しい国土ということが最後のほうに出てくるので

すけれども、前のほうでは美しさということについてはほとんど定義されていないと思うのです。で

すから、我々はその循環をいかに構築するかということで、国土を保全しながら豊かになるという新

しい道を示すものなのだという意味で、美しさの定義というのをもっと前に持ってきて説明されたら

よいのではないかと思いました。 

 以上でございます。 

○森地部会長  垣内委員、それから西村委員、お願いします。 

○垣内委員  垣内です。前回、欠席させていただいたものですから、今回、取りまとめの素案とい

うのは初めてということで、少しお願いと提案をさせていただきたいと思っております。 

 当初、国土審議会の議論が始まったときには、国土交通省を中心する所管にとらわれず、ゼロベー

スで新しい国土像を考え、その形を示すというようなお話だったかと思います。その成熟社会の中で、

今までずっと追い求めてきた経済効率とか、開発だけではなくて、もちろんそれも重要なことですけ

れども、生活の質の向上というものも視野に入れて、有形の不動産だけではなくて、そこで行われる

活動とか、マネジメントシステムとか、先ほどから先生方がおっしゃっているように、循環とか、そ

ういうようなことも議論の中に当然含めるというようなことで、そこには創造性とか文化力とか知力

とか、そういったソフトパワーの部分も随分議論があったと記憶しています。 

 本日配付になりました、素案の中の１ページ目、これを見ると大体の骨格がわかるというふうにご

説明があったと思いますけれども、ここには文化という言葉も、知力とか人材という言葉も全然出て
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こないのです。これは非常に残念なことだと思っておりまして、ここからが提案になりますけれども、

美しさだけではなくて、文化とか歴史とか伝統とか、そういう人々が日常生活の中で幸福感を得るた

めに必要な部分についても、当然国土の新しい形の中に含まれるということをぜひ示していただきた

いと思っております。 

 また、ここに来る前に、前回の資料と、それから「２１世紀の国土のグランドデザイン」というも

のもざっと拝見いたしましたけれども、前回のグランドデザインにもかなり文化の創造ということが

入っておりますし、９月２８日でしたか、資料のほうにも「国土を形成する有形無形の機能の蓄積」

という、これはわかりにくい言葉だと思いますが、これが多分、知力とか文化力などのソフトパワー

の重要性について指摘した部分だと思います。この資料の中では、前回は自然状況とか、文化の中で

都市、農山漁村が生まれて、風景などもこの中で育まれてきた。この地域のアイデンティティとか、

我が国固有の文化や伝統というものが非常に重要なのだけれども、量的な充足の中で現時点で見ると、

改善の必要があるといった上で、これまで育まれてきた文化資源、文化資本も含めた国土の質的な向

上を目指し、魅力的な国土への再構築を図る必要がある、このためにはこういうようなことを言って

いるにもかかわらず、今回、骨格がはっきりしてきた時点で落ちているというのが非常に問題だと思

います。最初の政策上の課題の部分に、文化ということもしっかりと入れていただきたく、その後の

戦略的な取り組みのところにも入れていただきたいというのがお願いです。 

 以上です。 

○森地部会長  西村委員、どうぞ。 

○西村委員  西村です。参考資料１を拝見しますと、前回の批判は割合、平板だったということな

のですけれども、こういうふうにしっかりとまとめていただくと、随分立体的な感じがして、わかり

やすくなったなというのが第１印象です。 

 ただ、３点ほどありまして、１つは参考資料３なのですけれども、２１世紀の国土のグランドデザ

インとの対比の図が出ていて、これは今まであまり見ていない、初めて見た図だと思うのですけれど

も。どうもこう並ぶと何かあまり変わらなくなってしまうのではないかという不安がすごくあるので

す。 

 つまり、今まで議論していたのは、全国計画はコンセプトを議論して、それから具体的なプロジェ

クトのことに関しては広域地方計画に任せようという話だったはずなのに、それは全国計画のごく一

部分にまとめられて、また省庁分野別のものと、それからまた広域のものに分かれて、結局、第１部

がお題目で、なかなかその後につながらないのではないか。それは今までの計画の１つの問題点だと

思うのですけれども、そういう不安がするわけです。ですから、これは今回の議論ではないけれども、
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ぜひ第２部の、例えば項目だけ何かで、ここで今やっている項目だけがうまく出てくるようなことを

ぜひ考えていただきたいと思います。 

 それと、あまり前にこだわるかどうかは、これは説明しているだけかもしれませんけれども、すご

く気になっています。例えば、「国土軸」という表現がありました、先ほどの資料２－１の７ページ

のところで、これも考えていいよというような表現ですけれども、なぜわざわざ入れないといけない

のか。今までと全く違う社会状況のもとに新しい国土形成計画を立てようとしているのだから、全然

触れなくてもよいのではないか。もし触れたい地域があれば触れてもということであるけれども、こ

こで出すと、やはり国土形成計画としてベースとして考えてくださいという方向づけを与えてしまう

のではないかと思うのです。 

 例えば、広域地方計画を立てるときに、九州で考えますと、国土軸はひょっとしたら釜山のほうを

向いているかもしれないわけで、もともと国内だけで考えていた国土軸の発想と全然違うことが各地

域で出てくるかもしれないと思うのです。ですから、それを逆に押さえ込んでしまうかもしれない。

また、全体として過去の計画を引きずるようなことに結果としてなるのではないかということが非常

に心配なので、その点、懸念を表明しておきたいと思います。 

 ２点目は、参考資料１の第５のところに、国土利用計画の策定ということがあって、国土利用計画

にどうつなげるかということを書いてあるわけで、ここは非常に重要だと思うのです。まだ、現実問

題としてこのコンセプトを実現化するのは、広域地方計画とそれから土地利用計画の上位計画として

の国土利用計画に、両方で実現するツールであると思うのですけれども、その一方の国土利用計画に

関しては、これからかもしれませんが、かなりしっかりと書き込んでいくことが必要なのではないか

と思います。それが２点目です。 

 それから、３点目は、この中身に関してなのですけれども、全体としては非常によくまとまってい

るのではないかと思うのですが、ただ１つ、参考資料１の第３の（５）の「新たな公」というところ

です。確かに「新たな公」は非常に重要だと思うのですけれども、書き振りが、ここは非常に抽象的

でイメージがつかみにくいと思うのです。それは、おそらくは「新たな公」に実際にインボルブして

いるメンバーが、あまりこれがディスカッションの中に出てきていないというか、そういうことでは

ないかと思うのです。ここに関しては、もう少し違う、いろんなイマジネーションを膨らませる必要

があるのではないかと思います。 

 例えば、つい最近ですけれども、国内のある全国的なＮＰＯの人たちと議論していたら、最近、企

業が植林をしたいという申し出がたくさんＮＰＯに来ている。それをどういうふうに分散するかとい

うことで、非常に今、いろいろ頭を悩ましている。なぜかというと、それはＩＳＯの１４００１で、
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環境に寄与しているということになると、木を植えるということが良い点数になるというわけです。

それをＮＰＯを通じて活動が還流していくという仕組みがある。つまり、企業市民をうまく捉えると、

「新たな公」というのは非常に大きく広がっていく可能性があるし、そこがここで言う、例えば森づ

くりだというところにうまくつながっていくのではないかと思います。 

 ですから、そういうような企業市民をうまくここの舞台に乗せるような仕組みですとか、ＣＳＲ（企

業の社会的責任）も含めてもっとあるのではないか。それはそういう情報をかなりその分野で拾って

いくと出てくるのではないか。そうすると、もう少しここが具体化するのではないかという印象を持

ちました。 

 以上です。 

○森地部会長  ありがとうございます。それでは、安居委員、どうぞ。 

○安居委員  ２つございまして、１つは今、少しおっしゃったのと同じ広域ブロックの問題なので

す。全体的に非常にうまく、いろんな意味で素晴らしいと思うのですけれども、広域ブロックの役目

と中央というか政府の役目との、ある程度どこまでどうなのだというのは考えておく、あるいは議論

すべきではないかと思います。 

 それから、２つ目は本文の３０ページから最後のページとの絡みなのですが、今、いろいろ議論さ

れてまとめられているのは、どちらかというと、アウトプットをこうしようということではないかと

思うのです。それでは、インプットがどうなるか、ヒト・モノ・カネと言いますが、そういうアウト

プットを得られるためのインプットがどうなのかというのはやはり検討しておく必要があるのではな

いかと思うのです。 

 特に、ここで国土計画のマネジメントサイクルというお話が出ていますけれども、いわゆるＰＤＣ

Ａを回そうと思うと、そのＰの中にそういう要素が入っていないと、これは当然のことですけれども、

チェックできないと思うのです。ですから、どの時点でそれを検討して入れるかというのはあると思

うので、これはいろいろご検討をいただいたらよいと思うのですけれども。そうしないと、今、我々

が検討している本当の意味での計画にならないと思うのです。 

 ですから、前回、国民計算というお話もしましたけれども、全体の中でどんぴしゃりの数字はもち

ろん出ないと思うのですけれども、我々の目標としているもの、それがインプットとアウトプットの

両方、結局、おそらくはヒト・モノ・カネという形だと思うのですけれども、ぜひそれはお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○森地部会長  それでは、この辺、１回で事務局で。 
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○鳥飼国土計画局総合計画課長  それでは、順繰りに考え方を述べさせていただきたいと思います。 

 まず、林委員から何点かいただきました。気候変動その他の変化ということで、もう１本立つので

はないかというお話でございました。私どもも、気候変動その他の自然環境の事情ということについ

ては、これまでも検討状況報告以来、コメントとして入っていたものでございますが、今回の整理は、

ご覧いただきたいと思いますのは、３ページの①安全・安心、環境や美しさに対する国民意識の高ま

り。ここで、結論として安全・安心の国民意識が高まっているということの背景として、温暖化問題、

あるいは災害の多発化、甚大化問題、こういうことを文章の２行目から７行目ぐらいまでにわたって、

るる書き込んでございます。ただ、委員のご指摘のとおり、構成図の中にうまく表れていないという

ことはそのとおりなので、そこは何がしかの工夫ができるかどうか、チャレンジしてみたいと考えま

す。 

 それから、第２のところの中で、経済と環境ということのバランスが入り用であるというご指摘が

ございました。これにつきましても、本文の中では、例えば６ページの一番初めの国土構造を述べた

ところのパラグラフの中でも、最初の段落の下から３行ですが、「この際、前述したように」という

ところで、「国土のひずみの解消や質の向上、環境負荷の低減を図り、安全で美しい国土へと再構築」

ということで、バランサーとしての気持ちは当然入れているわけでございます。これについても、確

かに構成図を見ると、そこが紙面の都合もこれありで、少し抜けているということがありますので、

ここも何がしかの工夫ができればチャレンジしてみたいと考える次第でございます。 

 その他、各パーツで環境配慮ということは気をつけて入れているつもりでございますけれども、今

回の国土形成計画法自体が法定計画事項の中にも環境を明示したということもあって、そういうこと

にふさわしい計画にしていきたいと考えております。文章上も、今でも各担当は努力して書き込んで

いるとは思いますけれども、引き続き注意しながら、あるいはバランスをしっかりととりながら進め

ていきたいと考えます。 

 次に、石委員ご指摘の観点でございますが、東アジア全域でも少子化の話というのは気にしなけれ

ばいけない。アジア共通の課題になりつつあるかもしれないというようなご指摘でございました。我々

が経験した、あるいは今後先んじて経験することがアジア共通の課題として役立っていく。あるいは、

そこが我々のアジアの中での存在価値を高めるということにもなるというご指摘だと思いますので、

どのように組み込めるのか、また考えてみたいと思います。ただ、やはり、この計画期間、最終報告

議論で最終的に定めていただくことになると思いますが、１０年、あるいは１５年の計画期間の中で、

我が国はどう活力を維持していくか。こういうことを考えますと、その間のアジアの急発展、急拡大、

そういうこともうまく取り込みたい、そのエネルギーも使いたい。その合わせ技ということになるの
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ではないかと理解させていただきたいと思います。 

 それから、特に第３については、書き手である、各計画官、参事官のほうから個別にお答えさせて

いただければと思います。 

 鬼頭委員のご指摘の中の、美しさをかなり強く出してはというところにつきましては、今回、「日

本ブランドの国土」というのを冒頭のリードで入れさせていただいております。ここを何とかより印

象を強めるという工夫の中でうまくできないかと、今、お話を伺って思った次第でございます。 

 それから、垣内委員のご指摘の中の文化、これについては我々も今回、文化ということでいろんな

ところに入れたいということで、本文を読んでいただくとかなり入っていると思うのですが、それが

まとめの形ではあまり出ていない。例えば、構成図で言うと、一番下から３行目に、「文化等の地域

資源の活用」と、ここに文化というのがあるのですが、非常に小さくあるというような状況ですので、

これをどう工夫していくのかということを先々考えていきたいと思います。 

 それから、「２１世紀の国土のグランドデザイン」との関係で言いますと、第２部の分野別施策の

基本方向というのを、これは法定事項ですので、書かなければいけないのですが、法定の中に文化と

いうものがしっかりと入っていますので、どういうタイトルにするか、またご相談ですが、前回、グ

ランドデザインで第２部第２章に文化の創造に関する施策。確かに、章が立っております。こういう

ようなことも念頭に入れながら、今後、対応していきたいと考えます。 

 それから、西村委員の関係で第３部についてのご懸念がございました。これにつきましては、参考

資料３をもう一度ご覧いただきたいと思います。西村委員のご理解のとおりです。広域地方計画が具

体論をやる場所です。この図だと、全国計画の第３部の一番下のラインが相当下まで書いてあります

が、字を入れるために下まで広げたもので、実際のところ、面積イメージで言えば、第３部と書いて

あって、広域ブロックの地域戦略等は広域地域、そこら辺で黒い太線を引いてもいいというぐらいの

感じかと思います。 

 言いたいことは、グランドデザインの第３部（２）施策の展開方法のところで個別プロジェクトが

いろいろ入っているというのが今のグランドデザインでございますが、ここのところは広域地方計画

でしっかりと議論していただく。全国計画のほうは、そういう議論がやりやすいように、あるいはそ

れぞれのブロック間のつなぎがうまくできるように、またブロックごとに違う答えが出るようにとい

うようなメッセージを第３部として出したいと、今、事務局としては考えている。ですから、同じ第

３部という名称ですが、グランドデザインの第３部とはおよそ意味性の違うものにしたい、あるいは

しなければいけないと考えております。 

 それから、安居委員のご指摘の中のインプット、ヒト・モノ・カネの話でございます。これは確か



 28

前回もご指摘をちょうだいして、重い宿題として受け止めております。最終報告のご議論の中では、

しっかりとしたものを整理して、またご指導を賜りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○森地部会長  西村委員の「新たな公」はまだもう少し議論をしたいと思います。どうぞ、関根委

員。 

○関根委員  その西村委員の「新たに公」にもかかわるところでございますが、すみません。提案

なのですけれども、この第３の計画のねらいと戦略的取組の（４）のところに、「美しい国土の管理

と継承」という言葉がございます。ここをずっと読んでいきますと、私は少しこの③というのが、こ

この中ではひとつ浮いているような気がしてしまうのです。ほかの①、②、④に関してはどちらかと

いうとシステムについて話をしているわけで、③に関しては担い手論をやっているような気がします。

国民の側からして、こういったことも全部、自分たちで行うんだよというメッセージを国が出してい

きたい。そして、それは政府一体となって進めるんだという流れで読めないこともないのですが、国

民の側からすると、おそらくこの③を④とひっくり返していただいて、次の５につなげていただくほ

うが読む側としてはとてもすっきりするのではないかという気がいたしました。 

 それと、これはコメントになりますけれども、私も昨日まで京都で開催されておりました国際ユニ

バーサルデザイン会議に出ておりまして、やはり先ほどお話が出たように、本格的な人口減少社会と

高齢者社会を迎える中で、アジアも確かに高齢化しております。今回、ヨーロッパやアメリカからも

たくさん研究者が来て、ユニバーサルデザインの今後について会話をしていったのですが、日本が世

界最高齢国家になっているということから、日本が今後の、このエリアのトレンドリーダーとして世

界を引っ張っていってほしいというような期待をひしひしと感じました。これは参考意見として出さ

せていただきます。 

 以上です。 

○森地部会長  ありがとうございます。どうぞ、金井委員。 

○金井委員  全体として、皆さんおっしゃっているように、今までの議論を受けて、かなりわかり

やすく整理をしていただいたという感じを受けております。その中で、１つだけお願いでございます。 

先ほどの西村委員のお話とも共通するのですけれども、「新たな公」という概念を、今回初めてと

いいますか、打ち出されていて、非常にこれは大事なことだと思いますし、これからの全体の展開の

中でも大きな意味を持ってくるのではないかという感じがしておりますが、イメージがなかなか、こ

う具体的な形でつながってこないというところがございます。先ほど、西村委員がおっしゃったよう

に、いろんな場面で現実に存在するものからどういう形を導き出すのかということをもう少し具体的
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に入れていただいたほうがよいのではないかということが１つです。 

 それから、もう１つは、これから広域ブロックというものが実質的な形でいろいろ全体の形成に機

能するようなことを追い求めていくということになるわけだと思うのですが、現実に今ある、いわゆ

るＮＰＯとか、いろんな形での「新たな公」というものが、ブロックが広域化することによって、あ

り方が少し変わってくる部分があるのではないかという気がいたします。そこら辺まで含めて広域ブ

ロック計画をつくる中で、一定の共通性のあるものについて、方向性として示していただくようなこ

とが必要なのではないかという感じがしております。 

 例えば、地域ごとに存在しているＮＰＯをどういう形で連携、連合させていくのかとか、あるいは

企業市民というような言葉が先ほど出ておりましたけれども、そういうものを広域でつなぎ合わせる

役割はどういうものが担っていくのか。「新たな公」というものを具体化していく中で、幾つかのテ

ーマがまだ残っていると思いますので、そういうものに少し触れていただければありがたいなという

感じがいたします。 

○森地部会長  どうぞ、來生委員。 

○來生委員  ２つ。１つは、具体的な注文でございまして、２４ページの④海洋・沿岸域の総合的

な利用・保全のところの一番後ろの結論部分、一番下のところです。「個別に対応するだけではなく、

総合的な沿岸域圏管理としても推進するべきである」という表現なのですけれども。おっしゃること

はよくわかるのですけれども、私の印象としてこれからの新たな国土形成にとって重要なのは、個別

の管理というのは、ある意味で非常に日本は十分に行われていて、むしろ「も」ということではなく

て、「総合的な沿岸域管理圏」ということをもっと強調した表現ができないか。個別管理も大事なの

だけれども、そこは今さら言う必要があるのかなというのが１点でございます。 

 それから、もう１点は、皆さん、今、議論されている「新たな公」というところに関連する、これ

はある意味で私の印象でございますけれども。「新たな公」という反面で、ある意味で同じことなの

ですけれども、「新たな私」と言いますか、私の領域で、本来、私の領域の中には公的な責務という

ものが入っているのだけれども、我が国が成熟した社会になって、戦後の呪縛からようやく解き放た

れて、今の段階で本来、私の中にある公的な要素というものが、ある意味で前面に出せる時代状況に

ようやくなったというような認識が少しどこかに入っていればよいのかもしれないという気がすると

いうことでございます。 

 以上です。 

○森地部会長 ありがとうございます。どうぞ、小林委員。 

○小林委員  今、「新たな公」の議論が出ていますが。おそらく、参考資料１の取りまとめが今後、
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いろいろな形でマスコミその他に出てくる可能性があるので、ここにどのような形で、今、言われて

いる「新たな公」にかかわる「公」の議論をうまくまとめるか、かなり重要だと思います。私は本文

にはかなりいろいろなことが書き込んでありまして、具体的な事例も参考資料を別にすると、かなり

いろいろ出ています。ただ、もし参考資料がこのまま出ると、「新たな公」とか、「公」というのが

何なのだというような疑問が確かに出てくる感じがします。 

 本文との関係で、コンパクトに「新たな公」というか、「公」の概念を表現しているのは、２つあ

りまして、１つは幅広い「公」という言葉です。おそらく、この幅広い「公」というのは、今、來生

委員がおっしゃったように、従来の「公」とあわせて私的な領域に合った社会全体を考えて行動する、

そういう部分が「公」として出てくる。そういう幅広い「公」を考えていきましょうという議論です。 

 「新たな公」というと、どちらかというと、ＮＰＯをはじめとして、新たに出てきた主体の議論を

語っていることになって、この幅広い「公」と、「新たな公」をどのような形で、この参考資料１の

中にうまく封じ込めて表現するかということが、表現上重要なのではないか。そこをどこでどういう

形で表現するかということを、ぜひ私もあわせて考えさせていただきたいと思います。 

○森地部会長  ありがとうございます。どうぞ、中澤委員。 

○中澤委員  総合的に大変わかりやすく、簡潔にまとめてあって、素晴らしいと思ったのが感想で

ございます。その中で、私が一番、全体的に思いましたのは、これだけ素晴らしいものはやはり机の

中の肥やしにしないで、現実に生かして、これからの方向性を見ていくための中において、どうすれ

ばよいのかと見ますと、これを支えていくのは国の指導、それから地方自治体、いろいろ関係が進ん

でいくわけでございますけれども、そこにやっぱりどうしてもあるのは国民の意識、国民の現状、人

という問題にあるかと思います。 

 その中において、この全体の中の１つの括りの中で、人の観点からの１つの意識づけというのがあ

まりないのではないかと少し思ったりして、この横断的な視点の中の「新たな公」というのは、正に

これからの意識改革の１つをつくっていく上において非常に素晴らしいものだと私は認識しているの

ですけれども、もう少し現状の国民の意識調査を踏まえた中において、これを遂行していくためには

国民との開きにどういう差異があるかというようなことを見てみる必要性があるのではないかと感じ

ております。 

 それはどういうことかと申しますと、私が首長として今やっています中において一番感じますのは、

今の日本の大きな１つの傾向として、権利の追求であり、義務が後ずさりをしている。その中におい

て、これからの１つの「新たな公」ですとか、いろいろ形で国民的経営、一人一人が国土の継承・管

理をしていくという状況下を言っても、２０世紀の状況の中において、戦後６０年の中に培ってきた
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国民的な思考回路の中においては、権利の追求がまずございます。その後に義務。これは本来であっ

たら権利と義務というのは同じ位置になければならないのが、今の豊かさの価値観の問題において、

どちらかというと物質的価値観が非常に横行しながら、精神的な価値観が後ずさりする。今の社会現

象の問題についても、いろいろな問題がこういうことのために起きていると認識いたしております。 

 その中で、こういったより良い計画を進めていく中において、人の観点から国民の意識の調査から

どのように改革する必要性があるのだろうかということを、あわせて横断的視点という中にもう少し

加えていく必要性があるのではないかと感じた次第でございますけれども、全体的には非常に素晴ら

しくまとめてあると認識いたしております。 

○森地部会長  ありがとうございます。どうぞ、中村委員。 

○中村委員  前回のこの会議だったと思いますが、たくさんいろんなことが書いていて、しかもそ

れが平板的な表現で印象がないと、かなり私は手厳しく言ったわけですが、それを大分考えていただ

いて、随分たくさん改善していただいて、強調すべきところは強調していただいたので良いのではな

いかと思います。これだけたくさんの国土計画局のスタッフが考えられて、そしてこれだけ多様な委

員の方々からの多くの意見を取り入れれば、これだけいろんなことがたくさん出てくるのは当たり前

で、その中でどういうようなことを強く出すのか。これが一番難しい話だと思いますが、いろいろ工

夫していただいて、随分良くなったと思っています。 

 ただ、私としては、この国土審議会というか、国土計画というか、それの役割というものを、もう

一回原点に立って考えていただきたいと思っております。それはどのようなことかというと、７ペー

ジ目ぐらいに「広域ブロックの自立促進に向けた支援」というのがあります。こういうようなところ

に書いて、これから議論されるであろう広域ブロックでの計画に対して、我々のほうからの要求とい

うのをもう少し出してほしいと思うわけです。 

 それは何かというと、行政的な管轄の範囲であるとか、県境であるとか、何とかの範囲であるとか

というのもそうなのですが、あるいは分野別の、いわゆる縦割り行政とよく言われるような問題、そ

ういうようなものを超えた視点に立って、地域の振興のためには何が一番良いのかというようなこと

をぜひ考えてほしい。これは言うのは簡単だけれども、行う人は大変だし、これはなかなかまとまら

ないとは思うのですが、だからこそ余計、我々としては言わなければいけない。ここが言わなければ、

世の中ではみんなそれを言っているわけです。新聞記事でも何でも出ているのですが、それがこうい

うようなところで行政的に、あるいは政策的に言える場というのはあまりないわけで、ここではっき

り言っておくことが必要なのではないかと思います。 

 それと、もう１つ、同じようなことなのですが、私は夕べ、日ハムのあれを見ていて、あのような
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地域の一体感というのをつくるのは本当に素晴らしいことだと思います。我々がなかなかできなかっ

たことをあの人たちはやってしまうのだなと思って、感心していたのですが、そういうような方向へ

のイベントなんかも大変大事なのだろうと、これは私の感想です。 

 もう１つ、これはさっき、美しい国土について言われたことへの訂正であるわけですが、私どもの

国土計画の中で、これからは美しい国土をつくるというのは大変大事なのです。ここで言っている美

しい国土というのは、どっちかというとフィジカルな意味で、そういうのをつくるのが大変大事なの

だというのを打ち出して、そしてそれがその後、いろんな形で、例えば景観法とか何とかにつながっ

て、世の中の全体的な運動になっている。そういうのを、それをとられたのか、どうされたのか知り

ませんけれども、受け継いでいただいているというように私は考えています。私が言いたいのは、こ

の審議会での議論、あるいはレポートというのはそれくらいの大きな意味を持って、影響あることだ

ということを皆さんがぜひ認識すべきだということです。 

○森地部会長  ありがとうございます。そのほかにいかがでしょうか。奥野委員、どうぞ。 

○奥野委員  「新たな公」の部についていろいろご意見をいただいておりますが、この議論は最初、

自立地域社会専門委員会の中で議論が始まりまして、その後、全体の部会に移されてからもう大分た

っておりまして、いろんな側面が加えられながらつくられてきたということがございます。 

 先ほど、小林委員でしたでしょうか、なかなか具体的なイメージがないのだけれども、広域的な連

携をどうしていくかというような点が１つ、ご指摘がございましたけれども、ここのところは本文に

書いてございます、人の誘致についてのプラットフォームをつくっていくということ。これはやはり

日本全体としての大きな、広域的な連携の１つの材料ではないかと思っております。 

 それから、來生委員がおっしゃいました「新たな私」という言葉が出てまいりましたけれども、私

はこのことを考えますときに、「新たな個」という言葉でよいと思いますが、故郷の志が大事なのだ

というふうなつもりで考えてきております。今、おっしゃったように、非常に皆さんのご意見をよく

理解できるんでありますけれども、具体的なイメージをどう植えつけていくか。少しずつ、この言葉

は「新たな公共」という言葉とか、「新たな個」という言葉とか、いろんな言葉で浸透し始めており

ますけれども、まだなかなか具体的なイメージができていないのだと。ただ、自立的社会専門委員会

のほう等々では、ＮＰＯの現場で非常に活躍していらっしゃる方、委員の方にはたくさん入っていた

だいておりまして、かなり具体的な材料は持ちながら議論しているという点、ご理解いただきたいと

思います。 

 以上です。 

○森地部会長  ありがとうございます。そのほか、いかがでしょうか。 
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 それでは、事務局のほうから発言、いかがですか。 

○鳥飼国土計画局総合計画課長  何点かいただきましたので、事務局からご説明させていただきた

いと思います。 

 まず、関根委員から第３の（４）の構成についてのご指摘がございました。国民運動のところを最

後に持っていったほうが次の（５）にスムーズにつながるのではないかというご指摘でございます。 

 実は④が海の話になっていまして、①、③と④というのもなかなかどうかなというところもあって、

少し考えさせていただきたいと思います。③と④、確かに③から（５）に入っていく。これもまたよ

いなと、伺っていて思っていたのですが、そのことができるかどうか考えさせていただきたいと思い

ます。 

 それから、複数の委員から「新たな公」に対するご指摘がございました。我々もどういう言葉でご

説明をすると、広く、国民の方々に理解していただけるかということで若干悩んでおります。とりあ

えず思いついたのが「新たな」というのをつけて、全部を鍵括弧で括ったら新しみがあるのではない

かということで括っております。さらに、今回、概念図を見ていただきましたが、あのような概念図

をつけて、ご理解の助けになるのではないかというようなことを思っております。 

 今回、ご指摘をいただいた中で、具体例をもう少しまとめて、例えば補助資料をつくるとか、そう

いうことを説明のときに付けると印象が良くなるかもしれないというアイデアをちょうだいしたと考

えております。さらに、「幅広い公」というような考え方、あるいは「新たな私」、こういう考え方。

こういうようなこともうまく入れることで対比関係がわかってくるかもしれないというお知恵もちょ

うだいしましたので、そういうようなことを参考にさせていただいて、さらにより良いものにできれ

ばと考えております。 

 それから、もう１つ、これは金井委員だったと思いますけれども、広域ブロックの単位ということ

を念頭に置いた「新たな公」がまた発生する可能性があるというようなご指摘をいただきました。こ

れは大変興味を持って聞かせていただきました。ともすれば、市町村の中の地域に複数の「公」を支

える主体が出てきて、それをうまくつなぐ中間支援組織を育てていこうという提案があります。それ

が書いてあります。中間支援組織というのがその受け皿なのですけれども、これまでの議論で、確か

にブロック全体までに広がった議論まで行っていたかというと疑問がございますので、そういうよう

なことも受けられるような形での議論になり得るのかどうか、これを深掘りしてみたいと思います。 

 それから、來生委員の海洋・沿岸域に関するご提案については、海洋室長である総務課長がおりま

すので、後ほどコメントをしていただければと思います。 

 それから、中澤委員から個々の人たちの意識改革ということについても意を用いるべしというご指
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摘がございました。実は、それにちょうど対応するような情報が参考資料の１３ページにございます。

社会への貢献をしたいと思っているか、思っていないか。あるいは、ボランティア活動をしたいか、

したくないかということについて、意識調査が長年行われております。これは単純に見ると、貢献意

識が高まっているというようにも見られるのですが、実は平成２年ごろに６割を超えて、そこからは

上に行っていないのです。でありますので、中澤委員のご指摘は正にそのとおりで、この６割をさら

に増加させていく、あるいは加速化させていくということがとても重要なのかというようにお聞きい

たしました。右側のほうで年齢階層別で見ますと、時間的な余裕が出だす４０代、あるいは５０代以

降の方々で、ここのところそういう気持ちが高まっているという現実はあるので、加速化させる背景

はあるのではないかと思いますので、そういうようなことをどのように表現できるか、検討してみた

いと思います。 

 それから、中村委員から今回の法律改正の要諦でもあったわけですけれども、広域ブロックに対す

るメッセージとして、エリアを越えて、あるいは分担、所掌分野を越えてというようなことについて

しっかりと示していくべきではないか、はっきり言及していくべきないかというようなお話がござい

ました。これについてもどのようなことができるか、時間がまた次回も短こうございますけれども、

検討してみたいと思います。 

 私のほうからは以上でございます。 

○山本国土計画局総務課長  來生先生のご指摘の海洋の話のコメントです。５が入ったところがポ

イントで、もう一度、中でいろんな議論がありますので、させていただきたいと思います。 

○森地部会長  ありがとうございます。事務局にもうお答えいただいたのですが、西村委員がご指

摘のこの絵ですが、基本的には広域地方計画が上からずっとあるような並行な格好になると思います。

ただ、恐ろしいのは、自治体間の話がつかなくて、これとほとんど同じ抽象的なことだけ書かれるよ

うなことになってしまわないかということと、県の計画を重ねてしまう、中村委員のご指摘のように、

県の計画を綴じたようなものにならないかというのは、大変懸念をしています。これが１点です。 

 もう１点は、１部、２部、３部でどうも前と同じという話があったのですが、基本的に今回の計画

は、国土計画は抽象的だというような議論がよくあって、その議論が物理的な社会資本ですとか、い

ろんなものにつながっていないことをもって抽象的と指摘をされることが多かったのですが、今回の

アウトプットはそのフィジカルなことだけではなくて、制度的な提案、あるいは政策の転換の提案、

そういうことが具体化の１つの道だろうと思います。作業ベースではこの中でどんなことが新しい政

策としてできるかという整理をしていただいておりますが、その辺が多分この第２部に入ってまいり

ますので、前とは大分違ったものになることを期待しています。 
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 そんなことで、いよいよもう１回でこれの中間報告ということになります。ぜひ、またいろいろご

議論をいただきたいと思います。それから、前回、ご指摘をいただいたキーワードとか、これの表題

とか、こういうことについて、まだペンディングにしていますので、そんなことも含めて、次回ご議

論いただければと思います。 

 それでは、これで議論を終わらせていただきます。最後に、当部会の中間とりまとめに向けた今後

の予定について、事務局からご説明をお願いします。 

 

（２） そ の 他 

 

○鳥飼国土計画局総合計画課長  それでは、資料３を持ちまして、今後のスケジュールについてご

報告、あるいはご相談をさせていただきたいと思います。資料３の中ほど、１０月２７日、第１４回

が本日でございます。「中間とりまとめに関する調査審議」の３回目を素案をベースにしていただい

たわけでございます。次回は１１月１６日、第１５回計画部会でございます。「中間とりまとめに関

する調査審議」の４回目といたしまして、素案から案につくり込みまして、ご審議をお願いしたいと

考えております。 

 本日いただいたご意見を参考に、計画部会長、専門委員長ともご相談の上、案を作成し、ご議論い

ただきたいと考えております。そして、この計画部会発足時からでございますけれども、対外的には

「秋には計画部会中間とりまとめを出します」と言っておりますので、でき得ることでありますなら

ば、次回、第１６回の案のご審議の結論をもちまして、中間とりまとめの決定まで進んでいただけれ

ば大変ありがたいと考える次第でございます。 

 また、第１６回以降のご日程を委員の先生方に、お忙しい中、連続してとっていただいております。

１１月２４日、１１月３０日、１２月７日、１月１８日、１月２３日、ここまでご日程を入れていた

だいていることと思います。中間とりまとめの決定後ということになりますが、決定後には国土利用

計画に関する調査審議の状況報告、それから各府省ヒアリングと順繰りに進めていきたいと考えてお

ります。 

 中間とりまとめの決定後にそれぞれのスケジュールがまたはまってくるというようにご理解をいた

だきたいと考えます。また、本計画部会の中間とりまとめにつきましては、１１月のできれば下旬を

考えておりますけれども、国土審議会、本審議会へもご報告を申し上げ、そして、先々は平成１９年

中ごろ、計画の閣議決定に持ち込みたいというような考えでございます。 
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 次ページは、今申し上げたことの時間、場所が記載してございますので、またご覧いただければと

思います。 

 以上でございます。 

○森地部会長  それでは、これをもちまして本日の国土審議会計画部会を終了したいと思います。

ご熱心なご議論、大変ありがとうございました。終わりに当たり、事務局から連絡事項がございまし

たら、お願いします。 

○山本国土計画総務課長  はい。申し遅れましたけれども、本日は部会の定足数を満たしておりま

したということをお伝えさせていただきます。 

 それから、次回の計画部会でございますけれども、今、お話がありましたように、１１月１６日、

木曜日午後２時から開催させていただきます。場所などの詳細につきましては、またご連絡を申し上

げます。 

 恒例でございますが、本日お配りいたしました資料につきましては、お席にそのまま置いておいて

いただければ、後ほど事務局からお送りさせていただきます。 

本日はどうもありがとうございました。以上で終了させていただきます。 

○森地部会長  どうもありがとうございました。 

 

閉   会 


